第5章 ドイツ容器包装令の成立過程 -- 公聴会をめぐる動向を中心に by 喜多川 進
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め，連邦環境省（Bundesministerium für Umwelt, Naturschutz und Reaktorsicher-
heit: BMU）⑷の容器包装令に関する公文書を利用した研究は，筆者が着手す
るまでまったくなされていない状況であった。
　EPR を位置付けた容器包装令の制定をめぐる過程は，1990年 ₁ 月から ₆月，
1990年 ₈ 月から11月中旬の閣議決定まで，1990年11月の閣議決定から1991年
₄ 月の連邦参議院での可決までの ₃ つの時期に分けられる。筆者はこれまで




　この1990年 ₁ 月から ₆ 月までの時期と同様に，容器包装令制定において重





































（Bundesarchiv Koblenz）の中間書庫で管理されていた BMU の文書である。ド
イツ連邦公文書館所蔵の公文書を引用する際には，Bundesarchiv Koblenz （BA 



























ツ産業連盟（Bundesverband der Deutschen Industrie: BDI）やドイツ商工会議所


































































































































い風となったと考えられる（工藤 1999, 595，古内 2007, 204）。
　ラムスドルフによる「今必要なことは，関係業界による有価物回収システ
ムへの高額の投資が十分に保証されるような確かな法的枠組みを早急に連邦























　BMU が1990年 ₄ 月に作成した容器包装令草案においては，使い捨て飲料
容器に対するデポジット制度義務導入が盛り込まれていた。そのため，この
デポジット制度義務導入に反対するラムスドルフ・FDP サイドとテプファ













































































　本公聴会で議論の対象となったのは，BMU が起草した1990年 ₆ 月11日付
の容器包装令草案であり，公聴会でおもな議論の的となったのは， ₆月11日





































べきではなく，発効期日（ ₆条に関しては1991年 ₇ 月 ₁ 日， ₇条および ₈条に















BMU と UBA との協議のもとで起草されたゆえ，草案の目的と内容は完全
に UBA の意向に沿っているとし，文言修正に関する意見が中心であった。
したがって，BMU が UBA と草案に関して合意形成をはかっていたことが
うかがわれる。そのほか主だったものとしては，マテリアル・リサイクル
がサーマル・リサイクルに優先されるべきであるという指摘である。この
指摘は，のちに第 ５節 ₁ でみるように，公聴会後のテプファーによる修正提
案に生かされたかたちになった。
　プラスチック業界 ５ 団体（Fachgemeinschaft Gummi- und Kunststoffmaschinen 
im VDMA, Gesamtverband kunststoffverarbeitende Industrie e.V., Industrieverband 
Verpackung und Folien aus Kunststoff e.V., Industrieverband Kunststoffbahnen e.V., Ver-


















































ル瓶や樽を使用していたことは，第 ₁ 節 ₂ でみたとおりである。同州のビー
















持されているかぎりにおいて， ₇ 条および ₈ 条の規定を適用しない。」との







地域名 1982年 1987年 1988年 1989年
北ドイツ 23.8 29.5 29.7 30.4
ノルトライン・ヴェストファーレン 7.3 10.4 10.6 10.8
中央ドイツ 12.8 15.9 16.6 18.5
バーデン・ヴュルテンベルク 14 15.9 15.5 16.1
バイエルン 6.5 8 8.8 9.5
西ベルリン 49.9 53.4 52.8 54.5
全国 13.8 16.9 17.3 18.2




























































　エネルギー・環境研究所ハイデルベルク（Institut für Energie- und Umwelt-
forschung Heidelberg e.V.: ifeu）は，ハイデルベルクにある民間研究所であり，
環境税などの重要な政策課題に対して提言を行っていることは諸富らによっ
















































　このテプファーの修正提案 b と c の背景には，州の意向があった可能性を
本章では指摘しておきたい。ドイツでは廃棄物処理は州の責任で行われてお
り，容器包装令は各州の閣僚によって構成される連邦参議院での議決をもっ














































₆月11日付草案に関する意見書を1990年 ₇ 月17日付で BMU に送付していた
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　さらに，保守政党 CSU の単独政権下にあったバイエルン州は，第 ₁節 ₂
でみたように飲料容器のリターナブル・システム維持を重視していた。した





　その後，1990年 ₉ 月10日付草案の ₃ 条 ₃ に，容器包装はマテリアル・リサ
イクルされることとの文言が追加された（未公刊文書 ₄）。この規定はのちに
₁条に移されたものの，成立した容器包装令にもそのまま含まれている。ま




































































































とえば，1993年 ₁ 月 ₁ 日までにガラスは42％，プラスチックは ₉ ％，1995年




⑾ Die Zeit vom 25. Januar 1985.




⒁ Der Spiegel, Nr.8 vom 17. Februar 1986, S.27.
⒂ Bekanntmachung der Zielfestlegungen der Bundesregierung zur Vermeidung, Ver-
ringerung oder Verwertung von Abfällen von Verkaufsverpackungen aus Kunststoff 
für Nahrungs- und Genußmittel sowie Konsumgüter vom 17. Januar 1990, in: 
Bundesanzeiger, S.513.
⒃ Frankfurter Rundschau vom 7. August 1990.
⒄ Frankfurter Allgemeine Zeitung vom 17. April 1990.
⒅ Der Spiegel, Nr.15 vom 10. April 1989, S.36-56. なお，容器包装令の制定などの
成果をあげたテプファーは，その後，連邦建設大臣を経て，国連環境計画の
事務局長に就任した。













支える組織として1974年 ₇ 月に設立された。その後，1986年に BMI の環境部



























例えば，Die Welt, 1990年 ₈ 月 ₇ 日，Handelsblatt, 1990年 ₈ 月 ₇ 日および ₈月
₈日，Frankfurter Allgemeine Zeitung, 1990年 ₈ 月 ₇ 日，Frankfurter Rundschau, 
1990年 ₈ 月 ₇ 日を参照．
 Handelsblatt, 1990年 ₈ 月13日，VWD Europa, 1990年 ₈ 月13日，Frankfurter 
Allgemeine Zeitung, 1990年 ₈ 月11日，Die Welt, 1990年 ₈ 月11日，Frankfurter 
Rundschau, 1990年 ₈ 月11日を参照．
以下，バーデン・ヴュルテンベルク州に関する記述は，喜多川（2012）を参
照。










































Imperial Nature: The World Bank and Struggles for Social Justice in the Age of 








今 書 院（Petschow, Ulrich, Jürgen Meyerhoff, and Claus Thomasberger, Um-
weltreport DDR: Bilanz der Zerstörung, Kosten der Sanierung, Strategien für den 
ökologischen Umbau: eine Studie des Institut für Ökologische Wirtschaftsforschung. 
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＜未公刊文書＞
　ドイツ連邦公文書館所蔵の公文書に関しては，Bundesarchiv Koblenz （BA 




   文書 ₁はドイツ連邦環境省によって管理されており , ファイル“WA II 4, 30114-
1/3, Entwurf bis Kabinettsbeschluß, vom Okt.1990 bis 10.1990, Band 2”に収められて
いる。
　文書 ₂はドイツ連邦公文書館の管理下にあるファイル“B295/41315, 30 114-5, 
12-BE, Verpackungs-VO, -Anhörung-, Mitwirkungsexemplare”に収められている。な
お，各団体の意見書のタイトル等書誌情報は，煩雑さを避けるために省略した。
　文書 ₃は，ドイツ連邦公文書館の管理下にあるファイル“B295/53545, 30 114-
1/3 SB, vom 02/90 bis 06/90, Band 1”に収められている。
　文書 ₄は，ドイツ連邦公文書館の管理下にあるファイル“B295/53546, 30 114-
1/3 SB, vom 09/90 bis 10/90, Band 2”に収められている。
1．Referat WA II 3, WA II 3 - 530 114 -1/7, Refl.:MR Kreft, Schreiben des Herrn 
Ministers, Bonn, den 11. Mai 1990.
2．容器包装令1990年 ₆ 月11日付草案に関する公聴会における各団体意見書。
3．Ministerium für Umwelt Baden-Württenberg, Betr.:Entwurf einer Rechtsverord-
nung §14 Abfallgesetz über Vermeidung von Verpackungsabfällen; Bezug: 
Schreiben vom 11.06.1990, Az. WA II 3-530 114 - 1/7, Stuttgart, den 17.07.1990.
4．Bundesminister für Umwelt, Naturschutz und Reaktorsicherheit WAII3 - 530 114 
- 1/7,　Entwurf! Verordnung über die Vermeidung von Verpackungsabfällen 




容器包装令　Verordnung über die Vermeidung von Verpackungsabfällen vom 12. Juni 
1991（Bundesgesetzblatt I S. 1234）.
〔資料〕
＜容器包装令に関する公聴会に提出された意見書の概要（出典：未公刊文書 ₂）＞
・協同組合卸・サービス業中央協会（Zentralverband der genossenschaftlichen 
Großhandels- und Dienstleistungsunternehmen e.V.: Zentgeno）
流通業界の協同組合卸・サービス業中央協会の意見書は，ドイツ小売業連盟




・非鉄金属協会（Wirtschaftsvereinigung Metalle e.V.: WVM）およびブリキ情報






































































・消費者団体連合会（Arbeitsgemeinschaft der Verbraucherverbände e.V. : AgV）
使い捨て容器包装税の導入あるいは使い捨て容器包装の禁止措置を求めた。草
案への批判点としては，再包装や使い捨て容器包装における過剰包装を減らすた
めの方策がない，使い捨て容器包装に関してマテリアル・リサイクルを焼却より
も優先することが明記されていない，原因者である生産者の義務が不十分である
ことなどをあげた。
